
＜日本地域理学療法学会COVID-19特別チーム 都道府県・市区町村事業班＞ 協力員 藤原宗貴 （大田市立病院 /地域リハビリテーション活動支援事業）
事業担当圏域：島根県大田市 【総感染者数 24名※大田市0名 / 退院者数 23名 / 直近1週間の感染者数 0名】

報告①： 市町村事業状況の整理

【都道府県・市区町村事業報告】 島根県大田市 2020年6月10日現在

報告②： 休止期間中の支援

市町村事業の中止、再開の経緯 （高齢者通いの場づ
くり支援事業、地域リハビリテーション活動支援事業）

2020年3月1日
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため自治体による通
いの場事業休止通知(期間：3月31日まで)

4月1日 通いの場事業再開

4月10日
当市通いの場休止判断基準による休止
(県内発生時、期間：5月31日まで)

4月17日
緊急事態宣言の対象が全都道府県となり、通いの場を支援
する地域リハビリテーション活動支援事業縮小

5月29日 通いの場事業再開決定

6月2日 各協議体向け説明会

6月3日 通いの場事業再開

高齢者通いの場利用者に対
し、自粛に伴う機能低下防止
の啓発チラシの配布

ご当地介護予防体操
（0854-8体操）、自粛に伴う
機能低下防止の啓発動画を
ケーブルテレビで毎日放送

各種ホームページへ当市介護予防体操の掲載

島根県https://www.pref.shimane.lg.jp/

大田市https://www.city.ohda.lg.jp/

メディア活用によるポピュレーション戦略を中心に展開

定期的な開窓に

よる換気（常時

開窓による実施

地区もあり）

会場ごとに利用
人数の制限を設
け、分散開催、
又は利用者数を
減らし開催

マスクの着用、
距離を確保しつ
つ対面に座らな
いよう配置の工
夫。体力測定は
行うが器具の共
用を最小限にし、
消毒を徹底。測
定種目も減らす

こまめな休憩と
水分摂取、利用
時間の短縮（3
時間以内）と実
施時間の調整、
会食イベントの
一部制限（調理
は行わない）

職種や立場によりリスク感度に差、情報ソースが異なる

•住民、支援者双方が不安なく運営、サポートできる指針・基準が準備さ
れ、一律の感染対策の元活動できるか

日々更新される情報の取り扱い

•緩和された基準が示されるのでは、という期待感

•更新情報が氾濫し、情報提供により混乱を招く

第2波、3波への対応

•より長期間の休止が生じた場合に、メディアによる情報発信のみでは
フレイルのハイリスク者へのfollow upが困難である可能性

※本内容の掲載にあたり、大田市地域包括支援センターより承諾を得ている

報告③： 再開に向けた支援（市・社協・専門職） 報告④： 課題と感じたこと

https://www.pref.shimane.lg.jp/
https://www.city.ohda.lg.jp/

